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学校番号 3005 

指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ 2 
第３学年 

（工学系） 

All Aboard! Communication 

English Ⅲ（東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつける

授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を多く

行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習するこ

とが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に

きちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（２単位）及び「英語表現Ⅱ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

前もって準備し

た上で身近なこ

とについて簡単

なやりとりをし

たり、自分のこと

について述べる

ことができる。 

 

 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

自分の考

えや気持

ちを伝え

る等の活

動の観察 

簡単な語や基礎的な

表現を用いて複数

の文を書くことが

できる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

定期考査 

 

ゆっくり話しても

らえば、身近な

ことに関する話

や指示を理解す

ることができ

る。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

Ｃ Ｄ を 聞

い て リ ピ

ー テ ィ ン

グ、ペアリ

ー デ ィ ン

グ 等 の 活

動の観察 

基本的な語句

や表現から

構成される

英文を文法

事項などの

知識も活用

して内容を

的確に読み

取り音読す

ることがで

きる。 

ｺﾐｭ英Ⅲ 

定期考査 

音読チェ

ック 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



2 

 

４ 学習の活動  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

Bring Me 

Good Luck! 

（幸運を招

く猫） 

（８時間） 

招き猫について

の紹介を読み，

その由来を理解

する。（分野：伝

統文化，日常生

活）過去完了

形：＜had＋過

去分詞＞ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 2 

You Are 

What You 

Eat 

（野菜で笑

顔に） 

（８時間） 

野菜スイーツパ

ティシエの柿沢

安耶さんについ

て読み，「食」に

ついて考える。

（分野：食文化，

日常生活，健康）

未来進行形： 

＜will＋be＋動

詞の ing 形＞ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 3 

The Power 

of music 

（戦火を超

えた歌） 

（８時間） 

『リリー・マル

レーン』という

歌を通し，戦場

という極限状態

において音楽の

持った意味を考

える。（分野：異

文化理解，芸術

「音楽」，平和） 

仮定法過去 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 4 

The 

Natural 

Treasures 

of 

Ogasawara 

（固有種の

楽園） 

（８時間） 

世界自然遺産と

なった小笠原諸

島について読

み，その直面す

る問題について

考える。 

（分野：自然科

学「環境問題」，

地域，世界自然

遺産）否定表現

（ not ～  any; 

hardly, scarcely

など） 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 5 

A Door to 

the Past 

（よみがえ

る古代エジ

プト） 

（８時間） 

古代史の解明に

大きな役割を果

たしたロゼッ

タ・ストーンの

解読にいたる経

緯や，ヒエログ

リフの特徴につ

いて理解する。 

（分野：歴史，

考古学，言語，

異文化理解）無

生物主語 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Lesson 6 

A Vision 

for Green 

Energy 

（明日のエ

ネルギーを

求めて） 

（８時間） 

日本とスウェー

デンのエネルギ

ー資源利用の比

較についてのプ

レゼンテーショ

ンを読み，理想

的なエネルギー

資源の活用につ

いて考える。 

（分野：社会科

学「環境問題」，

地域，国際理解）

比較表現 

（倍数表現） 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 
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Lesson 7 

The Story 

of Ruby 

Bridges（平

等へのかけ

橋） 

（８時間） 

 

 

ルビー・ブリッ

ジズさんの経験

と彼女がアメリ

カの公民権運動

に与えた影響に

ついて理解し考

える。 

（分野：人種問

題，人権と平和，

歴史，人物）過

去分詞を使った

分詞構文 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 

Reading 1 

The Wizard 

of Oz 

（８時間） 

[題材内容] 

物語を読み，登

場人物の心情や

場面の展開を理

解する。 

[言語活動] 

物語の場面を理

解し，登場人物

の気持ちを考え

ながら聞き手に

伝わるよう暗唱

する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・ 言語の使用場面

と働きを意識し

た定期テストの

筆記テストにお

いて、知識が身に

付いているかを

判断する。 
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Reading 2 

Table for 

Two 

（８時間） 

[題材内容] 

物語を読み，か

けがえのない出

会いについて考

える。 

[言語活動] 

出来事の展開や

状況の変化がわ

かるように音読

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する。 

・読んだことに基づき、

自分の将来の夢につ

いて話す。 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

・人物についての説明

を読んで、その内容

を口頭で要約する

ことができる。 

・読んだことに基づ

き、自分の将来の夢

について話すこと

ができる。 

・授業時間を利用して

インタビューテス

トを実施する。 

（テスト時は、１クラ

スに教員２人を配

置する） 

「外国語理解の能力」 

（本単元では設定しな

い） 

・Summary Chart を利

用して、セクションご

とに概要を把握する。 

（本単元では設定し

ない） 

 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

・自分の考えや気持ち

を伝える表現

（hope[that]S’+V’ 

～など）の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面と働

きを意識した定期

テストの筆記テス

トにおいて、知識が

身に付いているか

を判断する。 


